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	   報 告 者
	藤沢市青少年セーリングクラブ　中学３年　　榊原　隆太郎　　　    

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	気温も水温も温かく、半袖しか着なかった。最初タイに来た時は暑さにビックリした。日本に帰ると涼しい感じがした。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	風は比較的弱く、潮の流れがとても速かった。そのため潮に注意する必要があった。スコールの雲があるところは風が吹くため、よく雲をみる必要があった。


	　セッティングで

注意したこと
	海外の選手はガラミがゆるかったので僕もゆるめにしてみた。

	　セーリングで

　注意したこと


	スピードを重視して走ること。潮が強いとスピードがないと流されてしまうため、角度よりもスピードを優先して走った。


	　海上で練習した

こと
	スベリ練習。フォローザリーダー　など

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	スピードがあり、なかなか良かった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	上手くいかなかった。もっと主張するべきだった。どんどん前にでていけばよかった。でも、最後の方は上手くいったので良かった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	大きく振ったほうが勝てた。潮の流れがとても重要で潮で流されて思いどおりのコースがひけなかった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スピードがあり追いつけなかった。スタートも下にルームを空けていた。潮を見てコースをとっていた。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	フリーの時の走り方、コースどり。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタートの戦略、スタート後のスピードの出し方

	　印象に残った

外国選手は？

　
	ノッパカオ選手。スピードと角度があり離されてしまった。

	　今後の課題と

　目標は？
	スタートの時の戦略、コースを大きくとること。

	　ＪＯＤＡへの要望
	特になし。

	　

その他


	成績は良くなかったけれど色々なことを学ぶことができて良かった。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

